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　４月受診分から、３歳から中学３年生までのお子さんが、佐野市内の医療機関などを受診する場合、

保険診療の自己負担分については、窓口での支払いが不要になります。この窓口負担が不要になる制

度を「現物給付」といいます。ただし、健康保険が適用にならないものや、市外の医療機関などで受

診した場合は窓口払いが必要になります。

　なお、３歳未満のお子さんについては、これまでどおり県内の医療機関が対象となります。

注）医療機関などを受診の際は「こども医療費受給資格者証」と、お子さんの「健康保険証」を必ず

　　提示してください（提示しないと現物給付が受けられません）

○佐野市内の医療機関などで、

○保険証と、こども医療費受給資格者証

　を提示し、

○健康保険が適用になる診療を受けた場合

○受給資格者証を提示しなかった場合

　または、

○佐野市外の医療機関などで受診

　または、

○健康保険が適用にならないもの

（健康診断・予防接種・薬の容器代など）

↓ ↓

現物給付 窓口払い

　窓口払いを行ったもののうち、健康保険が適用になる医療費を支払った場合は、『こども医療費助

成申請書』に領収証を添えて市役所に申請してください。　

　※入院時の食事療養費は助成対象ではありません

～～	平成２５年３月末までの領収証について	～～

　３月末までに受診した領収証は、受付期間内（受診日の翌月から１年以内）に申請してください。　

　※平成２５年３月に受診したものは、平成２６年３月末まで申請できます

平成２５年４月から
こども医療費助成の窓口無料化の対象年齢を拡大します

■問合せ　こども課（東仮庁舎事務棟２階）☎（２０）３０２３

　現物給付を実施すると、窓口払いに比べ、受診回数が増加しがちです。

　お子さんの健康状態を見守り、適切な受診を心がけてください。

　３月末に「こども医療費受給資格者証」を郵送しましたが、お手元に届いていない場合はお問い合

わせください。
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医療給付制度　

～４月１日から市が手続きを行います～

【養育医療】※所得制限や自己負担はありません

赤ちゃんの出生時の体重が２０００ｇ以下、ま

たは身体機能が未熟なままで生まれ、指定医療

機関の医師が入院の必要を認めた場合、養育に

必要な医療の給付が受けられます。

▲

対象　０歳児（入院に限ります）

■問合せ　こども課☎（２０）３０２３

【育成医療】
身体に障がいや疾患をもつ１８歳未満の児童に

対しその障がいを軽減させ、身体の機能を改善

させるために必要な医療を、指定医療機関で受

ける場合に、保険診療の医療費を公費で負担し

ます。

■問合せ 　障がい福祉課☎（２０）３０２５

医療費助成

【重度心身障がい者医療費助成】
重度心身障がい児が病気などで医療機関にか

かった場合に、保険診療の一部負担金を市が助

成する制度です。

◇助成を受けるには「受給資格者証」が必要です

■問合せ　障がい福祉課☎（２０）３０２５

【ひとり親家庭医療費助成】※所得制限あり

ひとり親家庭の方が医療機関などにかかった場

合の保険診療の一部負担金を市が助成する制度

です。

▲
対象　１８歳未満の子どもを監護・養育して

　　　　いる方で健康保険に加入している方と

　　　　そのお子さん

▲

受給期間　申請した月の初日 ( または該当日 )

　　　　　　から７月３１日まで

　※毎年資格審査のため更新手続きが必要です

■問合せ　こども課☎（２０）３０２３

【妊産婦医療費助成】
妊産婦の方が医療機関などにかかった場合の保

険診療の一部負担金を市が助成する制度です。

▲

対象　妊産婦で健康保険に加入している方

▲

受給期間　母子健康手帳が交付された月の初

　日（または転入届日）から出産した翌月末まで

■問合せ　こども課☎（２０）３０２３

子宝祝金（第３子以降のお子さんを出産した方）
次代を担う子の出産を奨励し豊かで活力あるまちづくりを

推進するために、第３子から支給しています。▲

対象　第３子以降の子（１人につき１０万円）▲

申請期限　出産後３カ月経過した日から１年以内▲

申請要件

• 子どもを出産後３カ月以上養育していること

• 市に出産前６カ月以上、出産後３カ月以上住所を有して

いること

• 第３子以降の子の他、同一世帯に属する年長子を２人以

上、現に扶養していること

■問合せ　こども課☎（２０）３０２３

各種手当
児童手当　※所得制限があります

出生日または、（前市町村の）転出予定日から１５日以内に請

求してください（公務員の方は職場に申請してください）。

▲

対象　中学校修了前の児童を主に養育している方

▲

支給月額　　　　　　　　　　（児童１人につき）

０歳～３歳未満（一律） １５，０００円

３歳～小学校修了前（第１・２子） １０，０００円

３歳～小学校修了前（第３子以降） １５，０００円

中学生（一律） １０，０００円

※所得超過の方は、一律５，０００円

▲

支給日　受給者の口座に振り込みます

　①６月１４日 、②１０月１５日、③平成２６年２月１４日

■問合せ　こども課☎（２０）３０２３

児童扶養手当　※所得制限があります

父母の離婚、父または母の死亡、父または母が重度の障がいを

もっているなどの児童を監護している父または母に支給されま

す。また、両親がなく代わって児童を養育している方も対象に

なります。

▲

手当の額　受給者や同居親族の所得と児童の人数によって

　　　　　　決定します

▲

対象児童　１８歳に達して最初の３月３１日までの間にある

　　　　　　子どもをいいます

■問合せ　こども課☎（２０）３０２３

遺児手当　※所得制限があります

父母のどちらか、または両親が死亡した児童を養育している

人に支給されます。

▲

対象　

• 父母のいずれかが死亡した児童を養育している父または母で、 

現に配偶者のいない人

• 両親が死亡した児童と同居し、かつ養育している父母以外の人

▲

手当の額　児童ひとりにつき３，０００円

▲

対象児童　１８歳に達して最初の３月３１日までの間にある

　　　　　　子どもをいいます

■問合せ　こども課☎（２０）３０２３

子育て支援に係る制度のご案内

上記の制度については、紙面の都合上、細かい制度の内容や要件まで表示していま

せん。詳しくは担当課までお問い合わせください。


